
県内取組事例
宮崎県内の取組事例を紹介します。

卸売業（ＤＸ取組事例）

（1）外部システムと自社基幹システムを組み合わせる自動化推進事業

事業者：有限会社 前田包装容器（宮崎県宮崎市）
立ち位置：ユーザー
取組概要：

①スマートフォンやタブレットを使用した非対面受注システムの導入

②上記システムと連動できる受注管理システム導入

③経理業務の自動化を行うＲＰＡ導入

〈主な取組〉

①外部システムの導入による非対面受注システムの構築を行った。お客様側か

らライン、FAXなどを利用して注文が出来るように顧客情報の登録、商品の登録、

写真登録など。

②上記の注文内容を自社基幹システムに連動させるシステム構築を行った。

外部のシステムと連携がとりやすいように、CSVファイルの活用が出来るように、

切り出し機能や取り込み機能を持たせた。

③経理業務の自動化推進のためにＲＰＡを導入した。ＲＰＡを導入するにあた

り、ロボットの理解しやすい環境づくり。

取組を始めた背景：単純作業を機械化できないかというところが発端とな
る。今は周りを見渡すといろいろと便利なシステムやツールがある。ただ、
試すには費用と時間がかかるので今回の補助金をきっかけとして取り組ん
でみた。
効果（成果）と今後の課題：
①お客様に注文の際に商品の画像を確認しながら間違いのないように注文
をしていただける環境ができた。
自社の社員も外出先から商品を見ることができ、お客様との話の際に商品
の事が分からなくても写真を確認しながら話が出来るようになった。

②システムの改良により伝票発行の自動化、注文漏れの減少、人的作業時

間の短縮し、高付加価値の営業時間の確保をができる環境ができた。

③ＲＰＡを導入したことにより、人的労力、経費の削減。自社で使用して
いる会計システムへの売掛金、買掛金等の登録が人の手を介さずに一度の
作業で出来るようになった。

今後の課題

時間短縮や経費削減の検証。

お客様のシステム利用率５０％目標に向けての取り組み。

棚卸や給与計算などが自動化出来るようＲＰＡの更なる活用。

自社の業務改善を進めるとともに、実際に導入したシステムを、弊社のお

客様へ提案を行いお客様の問題解決を手助けし、WINWINの関係を作ってい

きたい。

現在使用している基幹システムに外部のシステムを組み合わせる事で費用を抑えながら自動化を進める。
RPAを導入する事により人の介する時間の短縮と空いた時間で仕事の幅を広げていける。
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